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論文内 '*' 骨 の 要 t:::. 
庄司

単純リ一群のプランシュレ jレの公式の具体的な形を求める問題は複素リ一群に対しては完全に解決

されている。実リ一群に対しては一般に互いに共役でないカノレタン部分群が存在するために本質的な

困難性があり今までのと乙ろ ， SL(n, R) について解決されているのみである。この論文ではある仮

定を満たす単純リ一群に対してプランシュレノレの公式の具体的な形を与えた。最近の平井武氏の結果

によれば，一般ローレンツ群はすべて上記仮定を満たすことが分り従って一般ローレンツ群に対して

はわれわれの問題は完全に解決された。

論文の審査結果の要旨

半単純リ一群 G の正則表現を分解する問題は，G の単位元 e における Dirac 測度 S を主系列既約ユ

ニタリ表現 ω/η 指標 Tω で 0= fuTwdJ1-(ω) と展開することと同値である o この測度 μ を決定する
乙とは表現論の一つの基本的な問題である。 G が複素半単純群の場合には Gelfand および Nai

mark が1950年に μ を決定することに成功した。しかし実半単純リ一群G に対しては，Harish-Chanｭ

dra を始めとする多くの学者の研究にもかかわらず，未だに一般的な形では μ は得られていない。

乙の論文で岡本君は， G のカノレタン部分群の共役類の数が 2 である場合(仮定(A .3)) に，乙の問題

を扱い， μ の決定に成功したのである口他の仮定の (A1) (A2) (A4) は補助的なものであって本質的

な制限になっていない，このような群 G の既約ユニタリ表現の構成は 1 部を除いて，できておらず従

ってC の既約指標も求められていない。これに対し岡本君は指*~!こ対する一つの仮定 (A5) を置くこ

とによりこの困難をさけて μ を決定することに成功したのである。しかも乙の仮定は自然なもので
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一般の半単純リー群に対して成立つ乙とが予想されるのみでなく， de Sitter 群の被覆群に対して実際

に成立つことが確められる。かくして本論文は 1) 一つの単純リ一群 (de Sitter 群の被覆群)に対

して μ の具体的な形を合む Plancherel の定理を初めて証明したのである。さらに 2) この結果

は (A 1)-(A5) をみたす任意の群に対する一般的な結果の系として得られたものであり， この一般的

な結果は実質上 Cartan 部分群の共役類の数が 2 であるような殆んどすべての半単純リー群 (SL(3・

R) 等を除く)に対する Plancherel の定理を含むものであることが期待されるのである。 3) さらに

本論文の諸結果は一般の半単純群の Plancherel の定理の研究にも示唆するところが多く，この方面

の研究の現状にかんがみて貴重な資料となるものである。

これらの業績を合わせてこの岡本君の論文は理学博士の学位論文として十分価値あるものと認め

る。
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